
前立腺

治療前ステージ

stageⅠ stageⅡ stageⅢ stageⅣ 不明・空欄 計
2013年 70 37 7 12 0 126

割合 55.6% 29.4% 5.6% 9.5% 0.0%

2014年 68 35 3 25 2 133
割合 51.1% 26.3% 2.3% 18.8% 1.5%

伸び率 97.1% 94.6% 42.9% 208.3% 105.6%

※診療区分が、自施設治療分及び癌腫のみ（肉腫、リンパ腫等除外）

治療別件数

stageⅠ～Ⅳ 2013年 2014年
16 18
1 0

29 14
0 1

53 61
0 0

11 9
1 3
1 0
0 0
1 8
0 0
1 0
0 0

12 17
計 126 131

手術+化学療法+内分泌療法

その他
治療なし

放射線+内分泌療法
化学療法+内分泌療法
手術+放射線
手術+化学療法
手術+内分泌療法
手術+放射線+化学療法

手術のみ
内視鏡のみ
放射線のみ
化学療法のみ
内分泌療法のみ
放射線+化学療法

70 68 

37 

7 
3 

12 25 

2 

0

20

40

60

80

100

120

140

2013年 2014年 

stageⅠ stageⅡ stageⅢ stageⅣ 不明・空欄 

0

10

20

30

40

50

60

70

手
術
の
み 

内
視
鏡
の
み 

放
射
線
の
み 

化
学
療
法
の
み 

内
分
泌
療
法
の
み 

放
射
線+

化
学
療
法 

放
射
線+

内
分
泌
療
法 

化
学
療
法+

内
分
泌
療
法 

手
術+

放
射
線 

手
術+

化
学
療
法 

手
術+

内
分
泌
療
法 

手
術+

放
射
線+

化
学
療
法 

手
術+

化
学
療
法+

内
分
泌
療

法 

そ
の
他 

治
療
な
し 

2013年 2014年 



前立腺

治療別件数（stage毎）

stageⅠ

計

stageⅡ

計

治療なし 1 2.7% 1 2.9%
37 35

手術+化学療法+内分泌療法 0 0.0% 0 0.0%
その他 0 0.0% 0 0.0%

手術+内分泌療法 0 0.0% 4 11.4%
手術+放射線+化学療法 0 0.0% 0 0.0%

手術+放射線 1 2.7% 0 0.0%
手術+化学療法 0 0.0% 0 0.0%

放射線+内分泌療法 6 16.2% 3 8.6%
化学療法+内分泌療法 0 0.0% 0 0.0%

内分泌療法のみ 13 35.1% 16 45.7%
放射線+化学療法 0 0.0% 0 0.0%

放射線のみ 13 35.1% 4 11.4%
化学療法のみ 0 0.0% 0 0.0%

手術のみ 3 8.1% 7 20.0%
内視鏡のみ 0 0.0% 0 0.0%

70 68

2013年件数 2013年割合 2014年件数 2014年割合

その他 0 0.0% 0 0.0%
治療なし 11 15.7% 16 23.5%

手術+放射線+化学療法 0 0.0% 0 0.0%
手術+化学療法+内分泌療法 0 0.0% 0 0.0%

手術+化学療法 0 0.0% 0 0.0%
手術+内分泌療法 0 0.0% 3 4.4%

化学療法+内分泌療法 0 0.0% 0 0.0%
手術+放射線 0 0.0% 0 0.0%

放射線+化学療法 0 0.0% 0 0.0%
放射線+内分泌療法 4 5.7% 4 5.9%

化学療法のみ 0 0.0% 1 1.5%
内分泌療法のみ 27 38.6% 23 33.8%

内視鏡のみ 1 1.4% 0 0.0%
放射線のみ 16 22.9% 10 14.7%

2014年割合

手術のみ 11 15.7% 11 16.2%
2013年件数 2013年割合 2014年件数
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前立腺

stageⅢ

計

stageⅣ

計

治療なし 0 0.0% 0 0.0%
12 25

手術+化学療法+内分泌療法 1 8.3% 0 0.0%
その他 0 0.0% 0 0.0%

手術+内分泌療法 0 0.0% 1 4.0%
手術+放射線+化学療法 0 0.0% 0 0.0%

手術+放射線 0 0.0% 0 0.0%
手術+化学療法 0 0.0% 0 0.0%

放射線+内分泌療法 1 8.3% 1 4.0%
化学療法+内分泌療法 1 8.3% 3 12.0%

内分泌療法のみ 9 75.0% 20 80.0%
放射線+化学療法 0 0.0% 0 0.0%

放射線のみ 0 0.0% 0 0.0%
化学療法のみ 0 0.0% 0 0.0%

手術のみ 0 0.0% 0 0.0%
内視鏡のみ 0 0.0% 0 0.0%

7 3

2013年件数 2013年割合 2014年件数 2014年割合

その他 0 0.0% 0 0.0%
治療なし 0 0.0% 0 0.0%

手術+放射線+化学療法 0 0.0% 0 0.0%
手術+化学療法+内分泌療法 0 0.0% 0 0.0%

手術+化学療法 0 0.0% 0 0.0%
手術+内分泌療法 1 14.3% 0 0.0%

化学療法+内分泌療法 0 0.0% 0 0.0%
手術+放射線 0 0.0% 0 0.0%

放射線+化学療法 0 0.0% 0 0.0%
放射線+内分泌療法 0 0.0% 1 33.3%

化学療法のみ 0 0.0% 0 0.0%
内分泌療法のみ 4 57.1% 2 66.7%

内視鏡のみ 0 0.0% 0 0.0%
放射線のみ 0 0.0% 0 0.0%

2013年件数 2013年割合 2014年件数 2014年割合

手術のみ 2 28.6% 0 0.0%

内
分
泌
療
法
の
み 

化
学
療
法 

内
分
泌
療
法 

内
分
泌
療
法 

 

内
分
泌
療
法 

化
学
療
法 

化
学
療
法+

内
分
泌
療

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%

100.0%

手
術
の
み 

内
視
鏡
の
み 

放
射
線
の
み 

化
学
療
法
の
み 

内
分
泌
療
法
の
み 

放
射
線+

化
学
療
法 

放
射
線+

内
分
泌
療
法 

化
学
療
法+

内
分
泌
療
法 

手
術+

放
射
線 

手
術+

化
学
療
法 

手
術+

内
分
泌
療
法 

手
術+

放
射
線+

化
学
療
法 

手
術+

化
学
療
法+

内
分
泌
療

法 

そ
の
他 

治
療
な
し 

2013年割合 

2014年割合 

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%

100.0%

手
術
の
み 

内
視
鏡
の
み 

放
射
線
の
み 

化
学
療
法
の
み 

内
分
泌
療
法
の
み 

放
射
線+

化
学
療
法 

放
射
線+

内
分
泌
療
法 

化
学
療
法+

内
分
泌
療
法

手
術+

放
射
線 

手
術+

化
学
療
法 

手
術+

内
分
泌
療
法 

手
術+

放
射
線+

化
学
療
法

手
術+

化
学
療
法+

内
分
泌
療

法 

そ
の
他 

治
療
な
し 

2013年割合 

2014年割合 



前立腺

化
学
療
法 

内
分
泌
療
法 

内
分
泌
療
法 

内
分
泌
療
法 

化
学
療
法 

内
分
泌
療


